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の精巣内細胞間結合である血液精巣関門（Blood testis 
barrier; BTB）、さらにその近傍に形成されるEPSが相
互に連携している可能性が示唆されつつある。しか
し、精子形成はステージごとにダイナミックに変化す
るため、組織切片など一点の静止画による解析では
限界がある。そこで、現在、それぞれの構造体に発現
する特有の遺伝子を蛍光標識したマルチカラートラ
ンスジェニックマウスを作製すべく、CRISPR/Cas9
システムを用いてES細胞のゲノム上で複数の遺伝子
にノックインを行っている。
研究成果は精子形成に関連した基礎研究の重要な
知見となるだけでなく、不妊原因追求や新規治療法
探索、家畜繁殖における良質種の大量生産や絶滅危
惧種保存など幅広い応用が期待できる。講演では精
巣内細胞間結合の基礎から最新の研究成果まで紹介
する。
